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　砥部焼の一大イベントである「砥部焼まつり」は、春と秋の年２回開催しています。それぞれ異なる特徴
があるので、季節ごとの魅力を、ぜひ現地でご体感ください。

春の見どころ
　４月の第３土曜日・日曜日に開催。日用食器から高
級品まで約10万点を、全窯元が感謝価格で販売しま
す。町内の窯元が一会場に集結し、多彩な砥部焼を一
度に見て選べる大即売会が特徴です。新生活や贈答用
の器を求め、町内外から多くの来場者で賑わいます。

秋の見どころ
　11月の第１土曜日・日曜日に開催。窯元ごとにテ
ントを構え、作り手と直接会話しながら購入できる対
面販売が特徴です。砥部焼オークションやステージイ
ベント、町産品販売なども行い、砥部焼と町の魅力を
ゆったり楽しめる催しです。

春と秋　二つの季節で味わう砥部焼まつり
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
1
月
28
日（
水
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
愛
媛
県
自
治
会
館
で

「
第
1
回
理
事
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、会
長
の
高
門
伊
方
町
長
、副

会
長
の
坂
本
松
野
町
長
、
理
事
の
上
村
上

島
町
長
並
び
に
河
野
久
万
高
原
町
長
が
出

席
し
た
。

【
第
1
回
理
事
会
】

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

高
門
会
長

₃　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

₄　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

令
和
8
年
度
愛
媛

県
町
村
会
事
業
計
画

　

⑵　

議
案
第
2
号　

令
和
8
年
度
愛
媛

県
町
村
会
会
費
の
分
賦
方
法

　

⑶　

議
案
第
3
号　

令
和
8
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　

⑷　

議
案
第
4
号　

令
和
8
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
予
算

第
１
回
理
事
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会
　

令和₈年度　愛媛県町村会事業計画
○　方　　針
　　令和₈年度は、本会規約第₃条「地方公共事務の円滑な運営と県内の町の振興発展を図ることを目的とする。」
を基本理念として、全町の振興発展に寄与するため、引き続き各種事業を積極的に展開する。
　　地方を取り巻く状況は、少子高齢化の一層の進展と生産年齢人口の減少に加え、気候変動の影響による自然
災害の頻発・激甚化など、依然として厳しさを増している。また、デジタル社会の進展は行政運営や住民サー
ビスの在り方に大きな変革をもたらしている。
　　このような中、国と地方は、少子化と人口減少という構造的課題に正面から向き合い、地域の特性や資源を
最大限に活かしながら、自律的で持続可能な地域社会の実現を図る必要がある。そのため、「東京一極集中の是
正」と「地方の活性化」を柱とする各般の施策を、デジタルの活用や広域的連携を通じて着実に推進していか
なければならない。
　　この時にあたり、本会は決意を新たにその使命を深く自覚し、県内₉町が一丸となって「住民のための自治」
の確立を図るとともに、安心安全な地域社会の構築と、将来にわたり持続可能で活力ある地域の創生に向け、
下記事項を積極的に推進するものとする。

記
○　主要事項
　⑴　県内₉町の連携強化　　⑵　国及び県に対する実行運動　　⑶　分権型社会の推進
　⑷　職員等各種研修会の実施　　⑸　公有物件共済事業等への加入推進
　⑹　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供　
　⑺　全国町村会・愛媛県及び県内11市等との連絡調整
主要事項の概要
₁　県内₉町の連携強化
　・理事会の開催　・全員連絡会の開催　・定期総会・臨時総会の開催
　・国内外の先進自治体視察研修の実施　・副町長会の開催　・総務課長会議の開催
₂　国及び県に対する臨機な実行運動
　・国の施策及び予算編成に関する要望　・四国四県町村長大会決議事項の要望
　・全国町村長大会決議事項の要望　・愛媛県、県市長会及び県町村議会議長会と連携した要望
　・その他町行財政推進に係る要望
₃　分権型社会の推進
　・税財源を伴った権限移譲等の推進　・全国の町村と連携した分権型社会の推進
₄　職員等各種研修会の実施
　・新規採用・初級職員研修会　・法制執務研修会　・職員能力向上研修会
₅　公有物件共済事業等への加入推進
　・公有建物災害・自動車損害共済事業　・総合賠償補償保険事業　・団体生命（弔慰金）事業
　・自治会活動保険事業　・非常勤職員公務災害補償保険事業　・災害対策費用保険事業
　・自治体委託業務等災害補償保険事業　
　・全国町村職員生活協同組合事業（市町等職員を対象）
　　　火災共済・自動車共済・特定疾病保険・車両共済
　・全国町村等職員任意共済保険事業
　　　任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険
　・全国町村等職員個人年金共済事業
₆　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　・町長等の給与ならびに議会議員各種委員等の報酬額の調査結果
　・基準財政需要額・基準財政収入額・財源不足額の調査結果　・県関係の情報提供
　・全国町村会等からの情報収集と提供　・町会報えひめの発行　・本会ホームページの充実強化
₇　全国町村会等との連携、連絡調整
　・全国町村会、都道府県町村会、愛媛県、県市長会及び11市並びに県内関係団体等との連携、連絡調整
₈　その他
　・本会内各種協議会に関する事務の推進
　　愛媛県市町各種事業総合協議会（愛媛県清掃事業協会　全国山村振興連盟愛媛県支部　全国市町村水産業振
興対策協議会愛媛県支部　愛媛県ダム所在・発電関係市町協議会）　愛媛県人権協会　愛媛県過疎地域協議会

　・軽自動車税課税事務に関する申告書受付に関する事務
　・町職員採用試験問題集に係る事務　・会員のニーズに対応した諸事業の展開

　

⑸　

議
案
第
5
号　

令
和
8
年
度
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
支

部
予
算

　
　

議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
5
号
ま
で

の
5
議
案
は
関
連
す
る
た
め
、
一
括
し

て
審
議
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
局
か
ら

説
明
を
行
っ
た
後
、
議
長
が
質
疑
の
有

無
及
び
採
決
に
つ
い
て
諮
っ
た
結
果
、

質
疑
、
異
議
い
ず
れ
も
な
く
、
議
案
第

1
号
か
ら
議
案
第
5
号
は
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。

　
　

な
お
、
議
案
第
1
号
か
ら
議
案
第
4

号
の
4
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
会
規
約

第
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
来
る
2
月

17
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
の
承
認
を

得
る
た
め
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

₅　

そ
の
他

　

⑴　

愛
媛
県
町
村
会
第
79
回
定
期
総
会

に
つ
い
て

　

⑵　

各
団
体
役
員
就
任
状
況
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
説
明

し
、
一
同
了
承
し
た
。

あいさつする高門会長（伊方町長）
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全
国
町
村
会
は
、
1
月
29
日（
木
）全
国

町
村
会
館
で
「
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治

協
会
理
事
会
・
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
長
会
・
全
国
町
村
職
員
生

活
協
同
組
合
総
代
会
」
を
開
催
。
本
県
か

ら
高
門
会
長
及
び
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。

◆
一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
理
事
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
出

3　

議　

事

　

⑴　

令
和
8
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

（
案
）
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
8
年
度
自
治
振
興
助
成
金
の

額
の
決
定
に
つ
い
て
（
案
）

　

⑶　

第
60
回
海
外
地
方
行
政
調
査
に
つ

い
て
（
案
）

　

⑷　

評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て（
案
）

4　

報　

告

　

⑴　

令
和
6
年
度
自
治
振
興
助
成
金
の

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

⑵　

理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
職
務
執

行
の
状
況
に
つ
い
て

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
理
事
会

全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村
会
長
会

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

を
開
催

全
国
町
村
会

5　

そ
の
他

◆
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県
町
村

会
長
会

1　

開
会
あ
い
さ
つ

2　

政
策
説
明

　
「
持
続
可
能
な
地
方
行
財
政
の
あ
り
方
」

　
　

総
務
省　

総
務
事
務
次
官

　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

邦　

彰　

氏

3　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

4　

議　

事

　

⑴　

令
和
8
年
度
予
算
・
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

⑵　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
代
表
者
会
議
委
員
の
選
定
に
つ
い

て

　

⑶　

全
国
町
村
会
総
合
賠
償
補
償
保
険

制
度
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

異
議
・
質
疑
い
ず
れ
も
な
く
一
同
了

承
し
た
。

5　

報　

告

　

⑴　

自
治
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
8
年
4
月
～
6
月
会
議
予
定

に
つ
い
て

　

⑶　

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
8
年
度
政
府
予
算
に
つ
い
て

　

⑸　

会
務
報
告
（
令
和
7
年
1
月
～
同

年
12
月
）
に
つ
い
て

6　

そ
の
他

　
　

異
議
・
質
疑
い
ず
れ
も
な
く
一
同
了

承
し
た
。

◆
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
総
代
会

1　

開　

会

2　

議
事
録
署
名
人
の
選
任

3　

議
案
審
議

　

⑴　

令
和
8
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収

支
予
算
（
案
）
等
に
つ
い
て

　

⑵　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
定

款
及
び
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組

合
火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
事
業
規

約
等
の
一
部
改
正
（
案
）

　

⑶　

任
意
積
立
金
処
理
規
程
の
一
部
改

正
（
案
）

　

⑷　

そ
の
他

　
　
　

異
議
・
質
疑
い
ず
れ
も
な
く
一
同

了
承
し
た
。

令
和
７
年
度

第
1
回
役
員
会
を
開
催

�

　
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

　

愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
は
、
1

月
6
日（
火
）愛
媛
県
自
治
会
館
に
て
、令
和

7
年
度
第
1
回
役
員
会
を
開
催
し
、
赤
穂

会
長（
内
子
町
代
表
監
査
委
員
）、
影
浦
副

会
長（
砥
部
町
代
表
監
査
委
員
）、

監
事

（
久
万
高
原
町
代
表
監
査
委
員
）、
門
田
監

事（
伊
方
町
代
表
監
査
委
員
）が
出
席
し
た
。

　

協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
。

【
協
議
事
項
】

　

⑴　

令
和
8
年
度
会
務
運
営
方
針
及
び

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

⑵　

第
26
回
定
期
総
会
並
び
に
監
査
委

員
情
報
交
換
・
研
修
会
に
つ
い
て

　

⑶　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
挙
に
つ

い
て



　令和₈年₁月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 202 号　（4）　

全
国
監
査
委
員
協
議
会
定
期
総
会

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
の
「
第
35

回
定
期
総
会
」
が
、
1
月
16
日（
金
）、「
全

国
町
村
議
員
会
館
・
大
会
議
室
」
で
開
催

さ
れ
、
関
係
県
の
会
長
、
事
務
局
長
ら
約

60
名
が
出
席
。
本
県
か
ら
赤
穂
会
長
（
内

子
町
代
表
監
査
委
員
）
及
び
事
務
局
長
が

出
席
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
日
本
大
学
商
学
部
教

授
の
紺
野
卓
氏
か
ら
「
監
査
委
員
に
求
め

ら
れ
る
機
能
と
今
後
の
課
題
」
に
つ
い
て

監査機能の強化に関する要望
　全ての地方公共団体が自ら責任ある監査を実施するため、監査の独立性・
専門性を更に強化する必要がある。
　よって、下記事項の実現を強く要望する。

記
₁　監査委員事務局の整備
　　監査機能の充実と監査体制を強化するため、地方自治法第200条第２
項において任意となっている町村の監査委員事務局の設置を必置制とし、
事務局体制を整備すること。
₂　監査委員費に係る財政措置の充実
　　町村の監査委員の報酬は、その職務の重要性や職責に鑑みると低い水
準にあることから、監査委員報酬や監査委員事務局に係る費用など町村
の監査委員費について、財政措置を充実強化すること。
₃　監査委員の独立性の確保
　　監査を受ける者から独立して監査機能を発揮できるよう、監査委員の
選任方法は議会による選挙とすること。
　　　令和₈年１月16日
� 全国町村監査委員協議会　
� 第 35 回 定 期 総 会　

講
演
が
あ
り
、
こ
れ
を
聴
講
し
た
。

　

続
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
、
主
催
者
を

代
表
し
て
新
名
会
長
（
香
川
県
ま
ん
の
う

町
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、花
輪
副
会
長
（
埼

玉
県
寄
居
町
）
を
議
長
に
選
出
し
、
次
の

と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

日
程
第
1　

議
事
録
署
名
人
の
指
名

日
程
第
2　

報
告
第
1
号
「
加
入
団
体
の

異
動
」
に
つ
い
て
新
名
会
長
か
ら
報
告

が
あ
っ
た
。

日
程
第
3　

報
告
第
2
号「
役
員
の
異
動
」

に
つ
い
て
新
名
会
長
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。

日
程
第
4　

議
案
第
1
号
「
令
和
6
年
度

収
支
決
算
」
に
つ
い
て
髙
橋
監
事
（
秋

田
県
美
郷
町
）
が
監
査
結
果
を
報
告
し
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

日
程
第
5　

議
案
第
2
号
「
令
和
8
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
。

日
程
第
6　

議
案
第
3
号
「
監
査
機
能
の

強
化
に
関
す
る
要
望
」
を
関
理
事
（
長

町村監査体制の充実強化に関する決議
　我々町村監査委員は、厳しい町村財政の中、行政に対する住民の信頼を
確保し、透明性のあるものとしていくため、日々研鑚を積み努力を重ねて
いる。
　しかしながら、町村における監査体制は脆弱であり、その課せられた義
務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、監査に関する研修、事務局体制の整備及び監査委員費の確保
など監査体制の充実強化が緊急の課題である。
　本日、ここに「全国町村監査委員協議会第35回定期総会」を開催し、町
村監査委員相互の緊密な連携の下、決意を新たに、下記事項の早期実現に
向け、組織を挙げて邁進することを表明する。

記
₁　監査機能の充実と監査体制を強化するため、監査委員事務局職員を確
保し、事務局体制を整備する。
₂　監査の充実を期するため、必要な監査委員費を確保し、監査委員の職
務にふさわしい報酬とする。
₃　全国の町村監査委員の声を結集するため、未加入団体の全国協議会へ
の早期加入を促進する。
　　以上、決議する。
　　　令和₈年１月16日
� 全国町村監査委員協議会　
� 第 35 回 定 期 総 会　

野
県
立
科
町
）
か
ら
提
案
し
、
満
場
一

致
で
決
定
。

日
程
第
7　

議
案
第
4
号
「
町
村
監
査
体

制
の
充
実
強
化
に
関
す
る
決
議
」
を
村

上
副
会
長
（
鳥
取
県
日
吉
津
村
）
か
ら

提
案
し
、
満
場
一
致
で
決
定
。

日
程
第
8　

協
議
第
1
号
「
実
行
運
動
方

法
（
案
）」
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
決
定
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
全
国
町
村
監
査

委
員
協
議
会
会
長
及
び
副
会
長
は
、
総
会

で
決
定
し
た
要
望
・
決
議
事
項
の
実
現
に

向
け
、
総
務
省
に
対
し
要
請
活
動
を
行
っ

た
。
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営
と
比
較
検
討
し
て
み
る
こ
と
は
重
要
な

ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

出
席
者
は
講
師
の
全
国
町
村
議
会
議
長

会
議
事
調
査
部
の
平
野
誠
参
与
、
本
会
事

業
説
明
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
紀
尾
井

町
法
律
事
務
所
の
西
ヶ
谷
尚
人
弁
護
士
、

各
町
議
会
事
務
局
職
員
な
ど
、
計
22
名
が

参
加
し
た
。

　

研
修
初
日
は
、
本
会
か
ら
の
事
業
な
ど

の
説
明
な
ど
の
後
、「
議
員
に
求
め
ら
れ
る

品
格
」
に
つ
い
て
、
平
野
参
与
の
講
演
を

聴
講
し
た
。

　

続
い
て
本
会
よ
り
、「
議
員
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
窓
口
設
置
に
つ
い
て
」
西
ヶ
谷

弁
護
士
同
席
の
も
と
、
事
務
局
か
ら
説
明

が
行
わ
れ
た
。

　

研
修
2
日
目
は
、
県
下
町
議
会
事
務
局

か
ら
提
出
さ
れ
た
18
事
例
に
つ
い
て
の
検

討
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
1
月
22

日（
木
）か
ら
23
日（
金
）に
か
け
て
愛
媛
県

自
治
会
館
で
「
令
和
7
年
度
町
議
会
事
務

局
長
会
議
並
び
に
職
員
研
修
会
」
を
開
催

し
た
。

　

こ
れ
は
、
①
議
会
運
営
上
の
疑
義
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
、
②
会
議
規
則
や
条

例
に
基
づ
き
、
議
会
運
営
が
さ
れ
て
い
る

が
、
町
ご
と
に
先
例
や
申
し
合
わ
せ
が
あ

り
、
一
様
で
は
な
い
こ
と
か
ら
他
町
の
運

町
議
会
事
務
局
長
会
議
並
び
に
職
員
研
修
会

議
会
運
営
18
事
例
を
研
究

令和₇年度町議会事務局長会議並びに職員研修会提出議題
１．議員間討議の導入と運用について（砥部町）
２．議会への出席要求について（鬼北町）
３．地方自治法における監査委員の独立性と、監査委員事務局の職務権限の範囲について
� （久万高原町）
４．一般質問について（鬼北町）
５．本会議における「暫時休憩」の発生と対応について（久万高原町）
６．本会議での委員会付託案件への質疑について（久万高原町）
７．委員会及び議員全員協議会、議会運営委員会の放映について（松前町）
８．議会報告・意見交換会の実施方法について（愛南町）
９．議会活動の検証や評価に関する取り組みについて（砥部町）
10．各委員会および任意での協議会による会議録について（上島町）
11．会議録の作成について（伊方町）
12．政務活動費の導入状況について（愛南町）
13．諸会議に伴う意見交換会負担金の公金 (交際費 )の取扱いについて（松野町）
14．議会の際の昼食の用意について（伊方町）
15．議会等における昼食等の提供について（内子町）
16．子ども議会の開催について (松前町）
17．ペーパーレスシステム導入によるコスト削減について（上島町）
18．情報セキュリティポリシーに関するガイドライン等の策定について（内子町）

 講師　全国町村議会議長会
　　 　参与　平野　誠 氏

 紀尾井町法律事務所
　　弁護士　西ヶ谷尚人 氏

 ２日目  １日目

 
令
和
７
年
度
議
長
研
修
会

　�
　
市
町
村
職
員
中
央
研
修
所

　
（
公
財
）
市
町
村
職
員
中
央
研
修
所
（
市

町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）主
催
に
よ
る
、「
市
町

村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
が
1
月
8

日（
木
）か
ら
9
日（
金
）の
2
日
間
に
わ
た

り
、
千
葉
県
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
上
島
町
・
久
万
高
原
町
・

伊
方
町
・
松
野
町
・
鬼
北
町
・
愛
南
町
の

6
町
議
会
議
長
が
参
加
し
た
。

【
1
日
目
】

（
講　

演
）

◦
「
久
住
昌
之
の
ニ
ッ
ポ
ン
ふ
ら
っ
と
グ

ル
メ
」

　
　
「
孤
独
の
グ
ル
メ
」
原
作
者

　
　
　
　
　
　

�

久
住　

昌
之　

氏

◦
「
被
爆
体
験
記
朗
読
会
及
び
被
爆
体
験

講
話
」

　
　

被
爆
体
験
記
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

�

桂　
　

幾
子　

氏

　
　

被
爆
体
験
証
言
者

　
　
　
　
　
　

�

重
田　

忠
治　

氏

【
2
日
目
】

（
講　

演
）

◦
「
主
権
者
教
育
～
政
治
離
れ
を
防
ぐ
た

め
の
第
一
歩
～
」

　
　
（
一
社
）W
O
N
D
E
R 

E
D
U
C
A
T
I
O
N

　
　

代
表
理
事

　
　

総
務
省
主
権
者
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�

　

越
智　

大
貴　

氏

◦
「
自
治
体
財
政
の
基
本
と
予
算
審
議
の

ポ
イ
ン
ト
」

　
　

立
命
館
大
学
政
策
科
学
部
教
授

�

　

森　
　

裕
之　

氏
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１
月
の
会
と
催
し

▽
5
日
＝
2
0
2
6
年
年
賀
交
歓
会

▽
6
日
＝
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

令
和
7
年
度
第
1
回
役
員
会

▽
8
日
＝
愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
2
₀

　

2
₆
年
年
賀
交
歓
会
、議
長
研
修
会（
市

町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
受
講
）（
9
日
ま

で
）

▽
9
日
＝
第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
実

行
委
員
会
第
6
回
幹
事
会
、
愛
媛
新
聞

社
第
74
回
愛
媛
新
聞
賞
・
第
53
回
愛
媛

新
聞
ス
ポ
ー
ツ
賞
贈
呈
式

▽
11
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
団
令
和
8
年
鏡
開
き
式

▽
14
日
＝（
一
財
）市
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
連
合
会
連
絡
会
議

▽
15
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
事
務
局
長
会
議
、
全
国
町
村
監
査
委

員
協
議
会
幹
事
会

▽
16
日
＝
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第

35
回
定
期
総
会
、（
一
社
）内
外
情
勢
調

査
会
松
山
支
部
1
月
懇
談
会

▽
22
日
＝
四
国
新
幹
線
整
備
促
進
期
成
会

共
同
主
催
新
幹
線
基
本
計
画
路
線
全
国

大
会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
議
会

事
務
局
職
員
研
修
会（
23
日
ま
で
）

▽
23
日
＝
第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
実

行
委
員
会
第
7
回
総
会

▽
27
日
＝
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
ア
ウ
ト
オ
ブ

キ
ッ
ザ
ニ
ア
第
2
回
実
行
委
員
会

▽
28
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
7
年
度
第

1
回
理
事
会（
予
算
認
定
）

▽
29
日
＝（
一
財
）全
国
自
治
協
会
評
議
員

会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府
県

町
村
会
長
会
・
全
国
町
村
職
員
生
活
協

同
組
合
臨
時
総
代
会
、
都
道
府
県
町
村

会
正
副
会
長
交
流
会

▽
30
日
＝
全
国
退
職
手
当
組
合
協
議
会
代

表
者
会
議
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
支
部

事
務
局
長
会
議

　　
　

新
年
の
願
い
は

　

地
球
温
暖
化
の
た
め
、
列
島
の
冬
も
暖

冬
方
向
か
と
思
え
ば
、
雪
が
昨
年
に
劣
ら

ず
一
気
に
積
も
り
年
始
早
々
、
準
備
の
な

い
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ
で
道
路
の
混
乱
は
、

例
年
通
り
と
な
っ
た
。

　

今
年
の
春
も
申
し
訳
程
度
で
、
た
ぶ
ん

短
い
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
の
よ
う
な「
春
夏

秋
冬
」
は
「
夏
と
冬
」
と
な
り
、
今
や
春
と

秋
は
狭
間
の
季
節
と
な
っ
た
。
合
せ
て
季

節
の
変
わ
り
目
が
、は
っ
き
り
し
な
い
よ
う

に
な
っ
て
来
た
と
も
言
え
る
。
1
月
20
日

は
「
大
寒
」（
二
十
四
節
気
の
一
つ
）、
ま
さ

に
大
寒
波
の
襲
来
と
な
っ
た
。色
鮮
や
か
な

山
茶
花
、
水
仙
、
椿
、
紅
白
梅
、
彼
岸
桜
な

ど
寒
風
と
小
春
日
和
の
合
間
に
次
々
と
開

花
、自
然
の
流
れ
は
人
々
を
癒
し
て
く
れ
る

は
ず
。
桜
の
花
見
は
直
ぐ
そ
こ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
1
月
5
日
に
マ
グ
ロ
の
初
セ

リ
。
5
億
1
千
30
万
円
で
大
間
の
マ
グ
ロ

が
落
と
さ
れ
た
と
、
日
本
の
正
月
ら
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
次
い
で
降
雪
の
便

り
と
と
も
に
列
島
の
各
地
で
申
し
合
わ
せ

た
よ
う
に
震
度
4
や
3
の
地
震
が
、
次
々

と
起
こ
っ
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
大
事
に

い
た
ら
ず
落
ち
着
い
た
。
31
年
前
の
阪
神

大
震
災
を
忘
れ
ら
れ
な
い
1
月
で
あ
る
。

　

次
に
我
が
国
の
政
界
は
、
30
年
ぶ
り
の

1
月
衆
議
院
解
散
、総
選
挙
に
入
っ
た
。今

は
、
個
人
主
義
で
は
な
い
理
性
と
見
識
あ

る
代
表
者
を
選
抜
中
。
人
々
は
日
頃
の
批

一

筆

判
よ
り
も
自
分
の
意
志
を
表
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
唯
一
の
時
で
あ
る
。

　

昨
年
は
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
世
界
に
旋

風
を
巻
き
起
こ
し
た
が
、
今
年
は
年
始

早
々
に
激
震
を
起
し
た
。
西
半
球
は
我
が

懐
に
あ
り
？
…
の
一
環
と
し
て
、
1
月
3

日
数
時
間
で
米
国
の
裏
庭
と
も
云
う
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
国
か
ら
麻
薬
に
関
わ
る
犯
罪
者
と

し
て
、
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を
連
れ
出
し
拘

束
。
国
際
法
な
ど
是
非
は
別
と
し
て
、
行

動
力
に
は
、
我
が
国
の
拉
致
事
件
解
決
を

請
け
負
っ
て
ほ
し
い
気
が
す
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
次
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
を
取
得
し
た
い
と
意
欲
満
々
で
あ
る
。

『
何
事
も
穏
便
に
…
』
は
、
古
き
日
本
人

の
感
覚
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
世
界
82
億

人
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
々
が
理
解
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
調
査
結
果
を
見
て
み
た
い
。

民
主
主
義
国
は
、
国
数
で
非
民
主
主
義
国

よ
り
少
な
い
。
今
年
、
中
間
選
挙
の
年
で

も
あ
る
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
行
動
は
、

今
年
も
ニ
ュ
ー
ス
特
報
提
供
に
事
欠
か
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　

今
、
日
本
列
島
は
、
大
地
震
が
推
定
で

な
く
必
ず
起
こ
る
で
あ
ろ
う
自
然
域
に
あ

る
。
令
和
8
年
も
減
災
を
念
じ
、
各
種
大

な
り
小
な
り
人
災
は
、
阻
止
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
海
外
で
は
、
自

国
・
自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
が
蔓
延
。
世

界
中
が
、
必
要
以
上
に
？
「
自
己
一
番
」

へ
流
れ
つ
つ
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
1
月
12
日
出
港
し
た
探
査
船

「
ち
き
ゅ
う
」号
。
東
京
か
ら
1
9
0
0
㎞

離
れ
た
南
鳥
島
6
0
0
0
m
の
深
海
に
眠

る
無
尽
蔵
の
レ
ア
ア
ー
ス
が
、
日
本
経
済

の
み
な
ら
ず
世
界
の「
和
」に
も
繋
が
る
よ

う
、
早
々
に
そ
の
成
果
が
で
る
こ
と
を
新

年
の
願
い
と
し
た
い
。�

　
　
　
（
Ｔ
）
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